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1. 概要・はじめに
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産業界のキーデバイスMEMS、その研究開発と
これからの動向

江刺 正喜 東北大学 マイクロシステム融合研究開発センター （μSIC）
（兼）革新的イノベーション研究機構（COI） リサーチフェロー

マテリアル・デバイス･プロセス分野

図1  MEMS製品化の流れ
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2. 研究の現状

図2  ウェハレベルパッケージングによる集積化センサ

（b） 金属接合（Al-Ge共晶接合）による
　　集積化振動ジャイロ （Invensense社）

（a） 陽極接合による集積化容量型圧力センサ
　   （東北大学）	
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3. 課題
3.1  ヘテロ集積化

図3  プロジェクタ用ミラーアレイ DMD （Texas Instruments社）

図4  無線用フィルタに使われるFBAR （Broadcom社）
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3.2  オープンコラボレーション

図5  各種ヘテロ集積化

（a） 表面マイクロ
　　マシニング

（b） 別チップである
　　MEMSとLSIの組立

（c） LSI上へのMEMSや
　　材料の転写

（d） 貫通配線による
　　接続
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3.3  産業化の課題

図6  共用設備 （試作コインランドリ）
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4. 今後の方向性と将来展望 （2050年まで）

4.1  LSI 上への MEMS の転写によるヘテロ集積化

図7  LSI上のPZTMEMSスイッチ
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4.2  貫通配線によるヘテロ集積化

図8  選択転写によるLSI上マルチSAWフィルタと可変帯域フィルタ

（a） 選択転写とそれを用いたLSI上マルチSAWフィルタ

（b） 強誘電体バラクタの選択転写による可変帯域フィルタ
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図9  触覚センサネットワーク



9

マテリアル・デバイス･プロセス分野

MDB Technology Forecast Report

参考文献

図10  アクティブマトリックスnc-Si電子源を用いた超並列電子線描画装置
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